平成１８年度　２級建築士試験　学科試験問題

〔 建築施工 〕

【ＮＯ．１】

　施工計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

　１　工事の着手に先立ち、施工計画書(基本工程表・総合施工計画書及び主要な工事の工事種別施工

　　　計画書を含む。)を施工者が作成し、監理者に提出した。
　２　設計図書に指定がない工事の施工方法については、必要に応じて、監理者と施工者とが協議の

　　　うえ、施工者の責任において決定した。
　３　基本工程表については、工事全体の日程を把握できるようにするとともに、施工図・見本等の

　　　承認、検査及び立会等の日程を記載した。
　４　総合施工計画書には、設計図書において指定された仮設物を除いた施工計画に関する事項を

　　　記載した。
　５　工事種別施工計画書には、工程表、品質管理計画書及びその他の必要事項を記載した。
【ＮＯ．２】

　建築工事に関する申請・届とその提出先との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。
　１　道路使用許可申請　　　　　…　警察署長
　２　危険物貯蔵所設置許可申請　…　消防著長
　３　クレーン設置届　　　　　　…　労働基準監督署長
　４　建築工事届　　　　　　　　…　都道府県知事
　５　工事完了届　　　　　　　　…　建築主事
【ＮＯ．３】

　次の記述のうち、建築士が通常行う工事監理業務に該当しないものは、どれか。
　１　設計意図を正確に伝えるため、説明図を作成し、施工者に説明した。
　２　施工者が作成した施工図を設計図書に照らして検討し、承諾した。
　３　各工事の専門工事業者と工事請負契約を締結した。
　４　工事が設計図書及び請負契約書に合致しているかどうかを確認し、建築主に報告した。
　５　工事の完了検査終了後、工事監理報告書及び業務上作成した図書を建築主に提出した。
【ＮＯ．４】

　仮設工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　高さ2mの位置に設ける作業床の幅を、40cmとした。
　２　架設通路を設けるに当たって、勾配が35度であったので、階段とした。
　３　単管足場の建地の間隔を、けた行方向、はり間方向とも1.6mとした。
　４　高さ9mの登り桟橋において、踊り場を高さ3mごとに設けた。
　５　高さ2.5mの位置にある作業床において、墜落の危険がある箇所の手摺については、作業床から

　　　の高さを95cmとし、中桟を設けた。
【ＮＯ．５】

　杭工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　騒音及び振動の測定は、作業場所の敷地境界線において行った。
　２　既製コンクリート杭の継手は、特記がなかったので、アーク溶接による溶接継手とした。
　３　アースドリル工法による掘削において、支持地盤への到達の確認を、「掘削深度」及び「排出

　　　される土」により判断した。
　４　打撃工法による既製コンクリート杭の打込みにおいて、支持地盤への到達の確認を、「打込み

　　　深さ」及び「貫入量」により判断した。
　５　セメントミルク工法においては、アースオーガーを逆回転させながら引抜きを行った。
【ＮＯ．６】

　鉄筋工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　ガス圧接に当たって、圧接部における鉄筋中心軸のくい違いは、鉄筋径の1/3以下とした。
　２　鉄筋の曲げ加工については、設計図書に指定された寸法・形状に合わせ、常温で行った。
　３　重ね継手の長さの指定が40dの場合、D22とD25との継手長さは88cmとした。
　４　ガス圧接継手における圧接部の全数について外観検査を行い、さらに合格とされた圧接部の

　　　抜取り検査として超音波探傷試験を行った。
　５　鉄筋の組立て後、直接、鉄筋の上を歩かないように、スラブや梁に歩み板を置き渡した。
【ＮＯ．７】

　鉄筋コンクリート工事における鉄筋のかぶり厚さに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　土に接する部分において、軽量コンクリートを用いた場合の最小かぶり厚さは、普通コンクリ

　　　ートを用いた場合の必要な最小かぶり厚さと同じとした。
　２　柱主筋にD29を用いたので、主筋のかぶり厚さは、その主筋径(呼び名の数値)の1.5倍以上を

　　　確保するようにした。
　３　梁の鉄筋の最小かぶり厚さは、あばら筋の外側から測定した。
　４　壁に打継ぎ目地を設けた部分については、目地底から必要な最小かぶり厚さを確保した。
　５　梁の鉄筋のかぶり厚さの検査は、コンクリートの打込みに先立って行った。
【ＮＯ．８】

　型枠工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

　１　スリーブの取付けに当たって、コンクリート打込み時にスリーブが移動しないように、型枠に

　　　堅固に固定した。
　２　支柱として用いるパイプサポートの高さが3.6mであったので、水平つなぎを高さ1.8mの位置と

　　　し、二方向に設けるとともに、水平つなぎの変位を防止した。
　３　梁の側面のせき板については、コンクリートの打込み後5日間の平均気温が20℃以上であったの

　　　で、圧縮強度試験を行わずに取り外した。
　４　柱及び壁のせき板については、コンクリートの圧縮強度が3N/mm2に達したことを確認したので、

　　　取り外した。
　５　型枠の組立てに当たって、柱の型枠下部に掃除口を設けた。
【ＮＯ．９】

　コンクリートの打込み・締固めに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　コンクリートの練混ぜ開始から打込み終了までの時間は、外気温が28℃であったので、90分

　　　以内とした。
　２　階高が高い壁の打込みは、縦型シュートを用いて、コンクリートが分離しない高さから行った。
　３　コンクリート棒形振動機を用いて締め固める場合、その挿入間隔は、90cm程度とした。
　４　コンクリート棒形振動機を用いて締め固める場合、その加振時間は、コンクリートの表面に

　　　ペーストが浮き上がるまでとした。
　５　パラペットの立上り部分の打込みは、これを支持する構造体部分と一体となるように、同一の

　　　打込み区画とし、連続して行った。
【ＮＯ．１０】

　コンクリートの打継ぎに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　梁の鉛直打継ぎ位置は、そのスバンの中央付近とした。
　２　コンクリートの打込み過程における打重ね時間の間隔は、外気温が25℃であったので、120分

　　　以内を目安とし、先に打ち込まれたコンクリートが再振動可能な時間内とした。
　３　コンクリートの打継ぎ部の形状については、打継ぎ面が鉄筋に対して直角となるようにした。
　４　コンクリートの打継ぎ面は、新たにコンクリートを打ち込む前に、レイダンスなどを取り除き、

　　　乾燥させた。
　５　スラブの鉛直打継ぎ位置は、そのスパンの中央付近とした。
【ＮＯ．１１】

　ボルト接合に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　高力ボルト接合において、鉄骨建方時に使用する仮ボルトには、本接合のボルトと同軸径の

　　　普通ボルトで損傷のないものを使用した。
　２　普通ボルトの長さは首下長さとし、締付け終了後に、ねじ山がナットの外に3山以上突き出る

　　　ようなものを選定した。
　３　高力ボルト接合において、作業場所の温度が0℃以下となり、接合部に着水のおそれがあった

　　　ので、締付け作業を中止した。
　４　高刀ボルト締めによる摩擦接合部の摩擦面には、錆止め塗装を行わなかった。
　５　トルシア形高力ボルトの締付け検査において、締付けの完了したボルトのビンテールが破断し

　　　ていないものを合格とした。
【ＮＯ．１２】

　補強コンクリートブロック造工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　ブロックの保管は、種頚及び形状別に区分し、雨掛りを避けるための覆いをした。
　２　耐力壁の部分については、プロックの1日の積上げ高さを1.6mとした。
　３　壁縦筋は、ブロックの中心部に配筋し、上下端を臥梁、基礎等に定着した。
　４　ブロック積みは、隅角部から順次中央部に向かって、水平に行った。
　５　耐力壁の縦筋は、ブロックの空洞部内において重ね継手とした。

【ＮＯ．１３】

　木工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　せっこうラスボード張り用の壁胴縁の間隔は、450mm程度とした。
　２　壁の下地材として、厚さ9mmの普通合板を用いたので、N25の釘で打ち付けた。
　３　床張り用画材には、JISによる「F☆☆☆☆」のパーティクルボードを使用した。
　４　1階の柱下部に筋かいが取り付く場合、その柱心から400mmの位置に、アンカーボルトを埋め

　　　込んだ。
　５　胴差と通し柱との仕口は、「傾ぎ大入れ短ほぞ差し」とし、金物で補強した。
【ＮＯ．１４】

　左官工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　モルタル塗りにおいて、下地となるコンタリート面を塗付け前に清掃し、水湿しを行った。
　２　コンクリート下地のセメントモルタル塗りの壁において、下塗りには、上塗りに比べて、セメ

　　　ントに対して砂の割合が大きいモルタルを用いた。
　３　ブレキャストコンクリート下地へのしっくい塗りに当たって、のりとすさを混人したしっくい

　　　を用いた。
　４　しっくい塗りは、下塗り、鹿子ずり、中塗り、上塗りに分けて行った。
　５　せっこうプラスター塗りにおいて、中塗りが半乾燥の状態のうちに、上塗りを行った。
【ＮＯ．１５】

　屋根のアスファルト防水工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　下地コンクリートの水勾配を1/50とした。

　２　保護コンクリートに設ける伸縮調整目地の深さは、その保護コンクリートの厚さの1/2程度と

　　　した。
　３　一般平場部分の保護コンクリートの厚さは、特記がなかったので、こて仕上げとする場合、

　　　水下で80mmとした。
　４　下地コンクリートの打継ぎ箇所には、幅100mmの絶縁用テープを張り付け、その上に幅300mmの

　　　ストレッチルーフィングを増張りした。
　５　出隅・入隅等へのルーフィングの増張りは、一般平場部分へのルーフィングの張付けに先立っ

　　　て行った。
【ＮＯ．１６】

　タイル・石張り工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　夏期に、外壁の改良圧着張りを行う場合、前日に、下地となるモルタル面に散水し、十分に

　　　吸水させた。
　２　屋内の床の石張りにおける敷モルタルの調合については、容積比でセメント1:砂4とした。
　３　寒冷地における外壁のタイル張り工事において、凍害防止のために、陶器質タイルを用いた。
　４　外壁のタイルの改良積上げ張りにおいて、1日の張付け高さは、1.5mを限度とした。
　５　内壁のタイルの接着剤張りにおいて、接着剤の1回の塗付け面積は、3m2以内、かつ、30分以内

　　　に張り終える面積とした。
【ＮＯ．１７】

　塗装工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

　１　木部を透明塗装する際の素地調整については、汚れ・付着物を除去した後、研磨を行った。
　２　屋内のコンクリート面は、アクリル樹脂系非水分散形塗料塗りとした。
　３　屋内のせっこうボード面は、合成樹脂エマルション模様塗料塗りとした。
　４　冬期における屋内のコンクリート面への塗装に当たって、素地調整後の乾燥期間の目安を、

　　　14日間とした。
　５　外壁の吹付け塗装において、スプレーガンを素地面に対して直角に保ち、1回ごとの吹付幅の

　　　約1/3を重ねながら吹き付けた。
【ＮＯ．１８】

　建具・ガラス工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　外部に面する網入り板ガラスには、縦小口(下端から1/4の高さまで)及び下辺小口に、防錆テー

　　　プを貼り付けた。
　２　フラッシュ戸は変形しやすいので、工事現場における保管は平積みとした。
　３　アルミサッシがモルタルに接する部分は、サッシの保護塗膜をはがして付着性を高めた。
　４　防煙垂れ壁には、網入り目板ガラスを使用した。
　５　アルミサッシヘの板ガラズ(厚さ6mm)のはめ込みに当たって、グレイジングビードを用いた。
【ＮＯ．１９】

　内装工事及び断熱工事に関する次の記述のうち・最も不適当なものはどれか。
　１　せっこうボードを洗面所内の天井に張り付けるに当たって、ステンレス鋼製の小ねじを使用

　　　した。
　２　全面接着工法によりタイルカーペットを張り付けるに当たって、基準線に沿って方向をそろえ、

　　　中央部から行った。
　３　接着工法によりフローリングを張り付けるに当たって、エポキシ樹脂素2液形の接着剤を使用

　　　した。
　４　接着剤を用いる張付け工法による断熱工事に当たって、下地コンクリートの豆板(じゃんか)の

　　　発生箇所には、豆板(じゃんか)をはつり取り、樹脂モルタルを充填した。
　５　木造住宅の屋根面におけるはめ込み工法による断熱工事に当たって、断熱層の室内側に通気層

　　　を設けた。
【ＮＯ．２０】

　木造住宅における設備工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　寒冷地以外の一般敷地において、特記がなかったので、給水管の地中埋設深さは、土かぶりを

　　　500mmとした。
　２　屋内給水管の防露・保温材には、特記がなかったので、厚さ20mmの保温筒を使用した。
　３　給湯管には、銅管を使用した。
　４　換気設備のダクトは、住戸内から住戸外に向かって、先下がり勾配となるように取り付けた。
　５　管径75mmの屋外排水管の勾配は、1/200とした。
【ＮＯ．２１】

　木造住宅における各種工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　ビニル床シート張りの表面仕上げは、接着剤の硬化後に全面を水ぶき清掃し、乾燥後に水溶性

　　　ワックスを用いて、つや出しを行った。
　２　ニードルパンチカーペットの敷込みは、特記がなかったので、グリッパー工法により行った。
　３　洗面室、洗濯室などの断続的に湿潤状態となる壁の下地材料として、JASによる普通合板の1類

　　　を用いた。
　４　ボード状断熱材の充填において、木枠との間に隙間が生じたので、現場発泡断熱材を用いて

　　　補修した。
　５　繊維壁塗りは、乾燥した日を選んで施工し、仕上げ後は通風を与えた。
【ＮＯ．２２】

　機械・器具と作業との組合せとして、最も関係の少ないものは、次のうちどれか。
　１　グレーダー　　　　　…　整地転圧
　２　ウィンチ　　　　　　…　揚重
　３　リバウンドハンマー　…　コンクリートの強度確認
　４　トルクレンチ　　　　…　高力ボルトの締付け
　５　スクレーパー　　　　…　鉄筋の切断
【ＮＯ．２３】

　鉄骨材料の所要数量の積算において、建築工事建築数量積算研究会「建築数塁積算基準」に照らして、設計数量に割増しを必要としないものは、次のうちどれか。
　１　アンカーボルト類
　２　ボルト類
　３　鋼管
　４　鋼板(切板)

　５　デッキプレート
【ＮＯ．２４】

　敷地測量に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　高低差のある敷地の測量においては、平面測量と水準測量を併用した。
　２　平面測量における基準点、隣地境界点及び主要な部分の測量は、多角測量(トラバース測量)に

　　　より行った。
　３　敷地内の細部測量においては、支距測量(オフセット測量)、平板測量等を併用した。
　４　真北の測定においては、特記がなかったので、コンパスの磁針が示す方向を真北とした。
　５　見通しの良い小さな敷地の測量は、敷地内に平板を据え付け、放射法により行った。
【ＮＯ．２５】

　仕様書に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　仕様書には、施工方法を記載することができる。
　２　仕様書には、一般に、工事費の内訳明細は記載しない。
　３　仕様書には、材料の品質・性能を記載することができる。
　４　仕様書は、現場説明書に優先する。
　５　仕様書は、工事請負契約書類に含まれる。












